
2.7％
8.1％

7.0％

6.6％

10.7％

3.5％

34.0％

6.2％

21.2％

3.8％

8.8％

13.7％

4.6％

10.1％

7.7％

15.0％

25.6％

10.7％

施設名など 委託先 市の担当部署
歴史美術館・武家屋敷安間家史料館・篠山城大書院・
青山歴史村 （一社）ウイズささやま

文化財課

篠山市民センター 商工観光課
城東分館・B&G海洋センター体育館・城東グラウ
ンド・城東多目的広場・西紀体育館・四季の森生涯
学習センター・川代体育館・四季の森運動公園グラ
ウンド・丹南テニスコート・今田体育館・今田グラ
ウンド・今田テニスコート・健康増進センター・学
校関係施設・今田まちづくりセンター

（公社）篠山市シルバー人材
センター

地域
コミュニティ

課

ハートピアセンター （有）グリーンファームささやま 農都政策課
篠山口駅自転車駐車場・放置自転車等返還手数料 丹波篠山観光協会

地域整備課市営駐車場（市役所庁舎前・西町・三の丸西・大手
前南・裁判所北・大手前北・交響ホール西・河原町・
立町・歴史美術館前）

（株）アクト篠山

篠山市休日診療所 （一社）篠山市医師会 健康課

篠山市自家用有償旅客運送事業

大芋地区有償運送事業運営協議会

創造都市課
後川郷づくり協議会
西紀北有償運送協議会
西紀中地区里づくり振興会

丹波篠山ふるさと応援寄附金 （株）トラストバンク
篠山市営斎場 （株）宮本工業所 市民衛生課
市県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税（株）電算システム 税務課
上下水道料金 （株）タカダ・（株）電算システム 経営企画課

問
い
合
わ
せ　
財
政
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
４

問
い
合
わ
せ　
税
務
課
☎
５
５
２
‐
６
９
２
７

問
い
合
わ
せ　
財
政
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
４

市
の
施
設
使
用
料
な
ど
の

収
入
事
務
を
委
託
し
ま
す（
平
成
31
年
度
）
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
限

を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
平
成
31
年
度
）

平
成
31
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆収入事務委託（市に代わって委託先が公金の収入事務を行う）

◆指定代理納付者（クレジットカード利用により、本人に代わって納付する）

（単位：千円、％）

232億6,797万円 （対前年度比0.8％増）

平成31年度　一般会計、特別会計、企業会計予算額

歳   入 歳   出

平成31年度

一般会計
予算額

会　計　名 平成31年度当初予算額 平成30年度当初予算額 増　減　額 前年度対比
一般会計 23,267,967 23,089,000 178,967 0.8

住宅資金特別会計 2,186 3,311 △ 1,125 △ 34.0
下水道事業
特別会計

公共下水道 0 1,287,762 △ 1,287,762 皆減
特定環境保全公共下水道 0 1,035,154 △ 1,035,154 皆減

農業集落排水事業特別会計 0 810,484 △ 810,484 皆減
国民健康保険
特別会計

事業勘定 5,081,297 4,472,476 608,821 13.6
直営診療所勘定 228,088 244,872 △ 16,784 △ 6.9

後期高齢者医療特別会計 661,592 616,397 45,195 7.3
介護保険
特別会計

介護保険事業勘定 4,446,279 4,451,335 △ 5,056 △ 0.1
介護サービス事業勘定 11,283 6,345 4,938 77.8

特別会計　計 10,430,725 12,928,136 △ 2,497,411 △ 19.3
農業共済事業会計 88,474 98,226 △ 9,752 △ 9.9
水道事業会計 3,268,142 2,989,439 278,703 9.3
下水道事業会計 5,307,630 0 5,307,630 皆増

企業会計　計 8,664,246 3,087,665 5,576,581 180.6
合　　　　計 42,362,938 39,104,801 3,258,137 8.3

■市税　49億2,765万円
	 前年度比　＋5,075万円

■総務費　24億9,260万円
　前年度比　▲2,044万円

■地方交付税　79億800万円
　前年度比　＋1億1,800万円

■衛生費　34億8,171万円
　前年度比　＋4億9,049万円

■国庫支出金　24億9,065万円
　前年度比　＋1億5,366万円

■土木費　23億6,147万円
　前年度比　▲9,463万円

■繰入金　16億2,197万円
　前年度比　▲3億682万円

■教育費　31億7,932万円
　前年度比　＋1億6,644万円

■地方譲与税・交付金など　14億5,744万円
	 　前年度比　＋1億7,123万円

■民生費　59億6,008万円
　前年度比　▲2億6,661万円

■分担金及び負担金、使用料及び手数料
8億2,153万円　前年度比		▲3,854万円

■農林水産業費　17億7,870万円
　前年度比　＋3,654万円

■県支出金　15億3,563万円
　前年度比　▲2,945万円

■消防費　10億6,549万円
　前年度比　＋2億3,241万円

■市債　18億8,143万円
　前年度比　＋2,007万円

■公債費　20億5,127万円
　前年度比　▲4億2,821万円

■財産収入、寄附金、繰越金、諸収入
　6億2,367万円　前年度比　＋4,008万円

■議会費・労働費・商工費・諸支出金・予備費
　8億9,733万円　前年度比　＋6,387万円

　平成31年度予算の一般会計の予算規模は232億6,797万円。前年度予
算と比べると1億7,897万円の増額となりました。また、一般会計・特別
会計・企業会計をあわせた予算総額は423億6,294万円。前年度に比べる
と32億5,814万円の増額となりました。
　なお、今年度は2月に市長選挙が行われたことから「骨格予算」とし継続
事業や義務的なものが中心となっており、6月議会に提出する補正予算に
新規事業を盛り込みます。

納付できる公金 指定代理納付者 市の担当部署

丹波篠山ふるさと応援寄附金
(株)トラストバンク

創造都市課
ヤフー (株)

納付月 固定資産税 軽自動車税 市県民税 国民健康保険税 納期限
4月 1期 5月  7日（火）
5月 全期 5月31日（金）
6月 1期 7月  1日（月）
7月 2期 1期 7月31日（水）
8月 2期 2期 9月  2日（月）
9月 3期 9月30日（月）

10月 3期 4期 10月31日（木）
11月 5期 12月  2日（月）
12月 3期 6期 12月25日（水）
1月 4期 7期 1月31日（金）
2月 4期 8期 3月  2日（月）

忘れずに
期限内に
納めましょう

口座振替
　振替日は「納期限」の日です。振
替不能となった場合の再振替はあ
りませんので、確実に振替できる
よう振替日の前日までに指定口座
への入金をお願いします。

納付場所
○篠山市役所・各支所
○各金融機関（三井住友銀行・但馬銀行・みなと銀行・中兵庫信用金庫・

兵庫県信用組合・丹波ささやま農業協同組合）
○ゆうちょ銀行および郵便局（近畿2府4県）
○コンビニエンスストア（金額が30万円以下のもの、納期限が過ぎて

いないものに限ります）

24時間365日いつでも
市税・上下水道料金は
コンビニエンスストアで
のお支払いも可能です。
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

8 

▲

9

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

10 

▲

15

市
政

レ
ー
ダ
ー

16 

▲

21

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

22 

▲

23

は
ぐ
く
み

24 

▲

25

施
設
情
報
・

相
談

26 

▲

29

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

30 

▲

35

特
集

2 

▲

7



　名前は、オランダの博物館長であったシュレーゲル氏に由来しています。
アマガエルに似ていますが、アマガエルより大きくなり、顔の側面に褐色の
線がないことや目が黄色いことなどで区別ができます。5月ごろに田んぼの岸
辺に直径10㎝くらいの泡で包まれた卵を産卵します。泡の中には200 ～ 300
個の卵が入っています。オタマジャクシは田んぼの中で成長し、カエルの形
になると里山に生活場所をかえます。最近はさまざまな原因で数が減ってい
るため、準絶滅危惧種にあげられています。

分布：本州、四国、九州
全長：約４cm
兵庫県レッドデータ：Cランク

篠山環境みらいの会会長・兵庫県立篠山東雲高等学校主幹教諭
田

た

井
い

彰
あ き

人
と

さんの協力

ふるさとの貴重な動植物 シュレーゲルアオガエル（アオガエル科）

し
、
２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で

に
実
績
報
告
が
で
き
る

※
助
成
金
交
付
決
定
前
に
着
工
し

て
い
る
工
事
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※
電
化
製
品
の
取
り
付
け
工
事
、

本
市
の
他
の
住
宅
助
成
制
度

な
ど
を
受
け
て
い
る
工
事
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
篠
山
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
補

助
金（
詳
し
く
は
34
ペ
ー
ジ
）

は
併
せ
て
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

募
集
件
数　

１
２
０
件（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
募
集
件
数
に
満
た
な
か
っ
た
場

合
の
み
２
次
募
集
を
実
施
。
そ

の
場
合
は
、
市
広
報
紙
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
辞
退
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

落
選
者
を
対
象
に
予
算
の
範

囲
内
で
繰
り
上
げ
当
選
を
実

施
。
そ
の
場
合
は
、
対
象
者
に

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
期
限　
５
月
31
日（
金
）　

対
象
住
宅　
自
ら
が
住
ん
で
い
る

市
内
の
持
ち
家

助
成
金
額　
助
成
対
象
と
な
る
工

事
経
費
の
20
㌫（
上
限
10
万
円
）

※
篠
山
市
産
材
を
使
用
す
る
場
合

は
、
施
工
業
者
が
篠
山
市
産
材

を
仕
入
れ
た
額
の
50
㌫
で
上

限
２
万
円
を
右
記
と
は
別
に

加
算
。

申
し
込
み
資
格　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

〇
市
内
在
住
で
住
民
登
録
が
あ
る

〇
市
税
や
市
の
各
種
融
資
の
償
還

に
つ
い
て
滞
納
が
な
い（
分
割

納
付
も
滞
納
と
み
な
し
ま
す
）

〇
助
成
対
象
住
宅
に
居
住
し
て
い

る
そ
の
住
宅
の
所
有
者

対
象
工
事　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
住
宅
改
修
な
ど
の
工
事

〇
市
内
業
者（
市
内
に
本
社
、
本

店
を
も
つ
事
業
所
）が
施
工

〇
一
連
の
工
事
経
費
が
20
万
円
以

上（
消
費
税
込
み
。
元
請
け
は

１
社
）

〇
助
成
金
交
付
決
定
後（
早
く
て

も
６
月
中
旬
以
降
）に
着
工

※
消
印
有
効
。

申
し
込
み
方
法　
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項（
左
記
参
照
）を
記
入

し
、
郵
送（
持
ち
込
み
不
可
）

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課
☎
５
５
２
‐
６
９
０
７

市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
行
う住宅

リ
フ
ォ
ー
ム
の
経
費
を
助
成
し
ま
す

リフォームでお得！

市内の施工業者利用で
最大10万円1

2篠山市産材の使用で　
最大+2万円

さらに

〈申し込みの際の往復はがき記入例〉

往
信
の
文
面

返信
篠
山
市 

○
○ 

△
△
番
地

篠
山  

太
郎  

様

①
住　
　

所　

〒
６
６
９‐○
○
○
○

　
　
　
　
　
　

篠
山
市
○
○ 

△
△
番
地

②
氏　
　

名　

篠
山 

太
郎（
さ
さ
や
ま 

た
ろ
う
）

③
電
話
番
号　

(

連
絡
の
つ
き
や
す
い
番
号)

④
工
事
内
容　

台
所
、
屋
根
の
修
理

⑤
工
事
日
程　

11
月
15
日
〜
11
月
20
日

⑥
住
宅
の
所
有
者　

篠
山 

太
郎

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
応
募
し
ま
す
。

応募者の郵便番号、住所、
氏名を記入してください。

６  ６  ９  ０  ０  ０  ０返
信
の
宛
名
面

往信
篠
山
市 

北
新
町
41

篠
山
市 

商
工
観
光
課　

行

（
無
記
入
で
お
願
い
し
ま
す
）

※
後
日
、
篠
山
市
商
工
観
光

課
か
ら
抽
選
会
の
日
時
、
抽

選
番
号
を
記
入
し
て
返
信
し

ま
す
。

6  6  9  2  3  9  7往
信
の
宛
名
面

返
信
の
文
面

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
☎
５
５
２
‐
５
１
１
６

問
い
合
わ
せ　
地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

間
差
で
兼
務
）　

※
現
時
点
で

の
投
票
日
は
７
月
21
日（
日
）

が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
投
票
日

が
変
わ
っ
た
場
合
、
立
会
期
間

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

報　
酬　

○
市
役
所
本
庁
＝
９
５
０
０
円

○
丹
南
支
所（
篠
山
口
駅
兼
務
）＝

９
５
０
０
円

○
各
支
所（
丹
南
支
所
駅
兼
務
時

除
く
）＝
７
０
０
０
円

※
す
べ
て
源
泉
徴
収
有
。

資　
格　
篠
山
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
当
該
選
挙
の
選
挙
運
動
に
従
事

す
る
方
は
応
募
を
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　
５
月
21
日（
火
）

申
し
込
み
方
法　
右
記
お
よ
び
各

支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲

載
）を
郵
送

ま
た
は
直
接

提
出

①
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

　
お
住
ま
い
の
住
宅
の
耐
震
性
を

診
断
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
耐
震

診
断
技
術
者
を
派
遣
し
て
、
診
断

し
ま
す
。
改
修
計
画
づ
く
り
や
改

修
工
事
に
つ
な
げ
る
き
っ
か
け
と

し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
に
あ
る
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

自
己
負
担
額

〇
木
造
戸
建
住
宅
＝
無
料

〇
木
造
戸
建
住
宅
以
外
＝
診
断
経

費
の
１
割（
非
木
造
戸
建
住
宅

で
あ
れ
ば
６
２
４
０
円
）

申
込
期
限　

12
月
27
日（
金
）（
予

算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

②
住
ま
い
の
耐
震
化
促
進
事
業

　
簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊

の
危
険
の
あ
る
住
宅
に
つ
い
て
、

耐
震
改
修
計
画
策
定
や
耐
震
化
工

事
を
実
施
す
る
場
合
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
内
容

〇
耐
震
改
修
計
画
策
定（
戸
建
て

住
宅
の
場
合
）＝
補
助
率
３
分

の
２（
上
限
20
万
円
）

〇
耐
震
改
修
工
事（
戸
建
て
住
宅

の
場
合
）＝
定
額
補
助（
50
万

円
以
上
の
耐
震
化
工
事
が
対

象
、
上
限
１
０
０
万
円
）

〇
簡
易
耐
震
改
修
工
事
＝
定
額
補

助（
50
万
円
以
上
の
も
の
が
対

象
、
補
助
額
50
万
円
）

申
込
期
限　

12
月
27
日（
金
）（
予

算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法　
右
記
に
備
え
付

け
の
申
請
書
を
提
出　

※
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
支
援

事
業

　
倒
壊
に
よ
る
被
害
の
軽
減
や
道

路
通
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

市
内
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
撤
去
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す（
対
象
と
な
る
経
費
は
撤

去
費
、整
地
費
、廃
棄
物
運
搬
費
、

処
分
費
、仮
設
費
、諸
経
費
で
す
）。

対
象
工
事

◯
請
負
契
約
に
基
づ
く
工
事
で
あ

る
こ
と

◯
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
一
部
を
撤

去
す
る
工
事
で
は
、
撤
去
し
な

い
部
分
の
安
全
性
が
確
認
で

き
る
こ
と（
建
築
基
準
法
42
条

第
２
項
に
規
定
す
る
道
路
内

に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
は
、

そ
の
全
部
を
道
路
の
地
盤
面

ま
で
撤
去
す
る
も
の
に
限
る
）

◯
当
該
工
事
が
国
、
地
方
公
共
団

体（
篠
山
市
含
む
）か
ら
補
助

金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

補
助
額　
対
象
経
費
の
３
分
の
２

（
限
度
額
20
万
円
）

申
込
期
限　

12
月
27
日（
金
）（
予

算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

　
有
権
者
の
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
、
親
し
み
の
あ
る
投
票
所
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
期
日
前
投
票
所

の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
事
務
に
立
ち
会
い
、

公
正
に
投
票
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
監
視
し
て
い
た
だ
く
仕
事
で

す
。
希
望
さ
れ
る
場
所
・
日
に
立

ち
会
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

※
同
一
条
件
で
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
選
挙
管
理
委
員
会
で

調
整
し
ま
す
。

募
集
人
数　
各
日
、
期
日
前
投
票

所
ご
と
に
２
人（
延
べ
１
１
２
人・

篠
山
口
駅
は
丹
南
支
所
と
時
間
差

で
兼
務
）

期
日
前
投
票
所
設
置
期
間
な
ど

（
予
定
）

日　
時　

○
市
役
所
本
庁
＝
７
月
５
日（
金
）～

20
日（
土
）８
時
30
分
～
20
時

○
各
支
所
＝
７
月
13
日（
土
）～
20

日（
土
）８
時
30
分
～
17
時

○
篠
山
口
駅
＝
７
月
15
日（
月
・

祝
）～
20
日（
土
）18
時
～
20
時

（
篠
山
口
駅
は
丹
南
支
所
と
時

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

期
日
前
投
票
立
会
人
募
集

災
害
の
備
え
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

耐
震
化
促
進
事
業

対象のブロック塀など　
個人住宅に付属し、一般の通行の用に供する道
路（通路などを含む）に面する高さ80cm以上の
ブロック塀などで、基準に適合しない項目があ
るもの（塀の高さや
厚さ、控え壁や基礎
の有無、傾きやひび
割れの有無など） 80cm
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種
類
、
合
計
9
種
類
を
選
ん
で

も
ら
い
ま
す
。
併
せ
て
、
自
然

の
中
で
遊
ん
だ
経
験
や
、
見
た

こ
と
が
あ
る
生
き
物
な
ど
も
答

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
4
年
連
続
で
1
位
の
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
は
、
半
分
以
上
の
児
童
か
ら

守
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
知
識
や
経
験
が

育
ま
れ
る
の
は
、
学
校
で
の
環
境

学
習
や
生
き
物
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
、
日
常
の
自
然
体
験
あ
っ
て
こ

そ
。
今
後
の
環
境
学
習
な
ど
の
参

き
物
が
住
み
つ
き
や
す
く
な
る
木

製
水
路
へ
の
改
修
が
行
わ
れ
、
長

安
寺
地
区
で
は
、
積
み
上
げ
た
石

の
隙
間
な
ど
が
生
き
物
の
隠
れ
場

所
や
住
み
か
に
な
る
石
積
水
路
へ

の
改
修
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
多
く

の
地
域
で
生
き
物
に
配
慮
し
た
水

路
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
然
な
ま
ま
の
水
路
は
で
き
る

だ
け
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
全
す

る
こ
と
が
最
良
で
す
が
、
や
む
を

得
ず
改
修
さ
れ
る
場
合
で
も
生
き

物
に
配
慮
し
た
工
法
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
機
能
を
損
な
う
こ
と
な

く
、
生
き
物
の
す
み
か
と
子
ど
も

の
遊
び
場
と
し
て
の
水
路
を
保
全

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。市
で
は
、

地
域
、
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら

人
に
も
生
き
物
に
も
や
さ
し
い
水

路
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
畑
川
は
ふ
る
さ
と
の
川
再
生
事

業
の
モ
デ
ル
河
川
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
生
き
物
の
多
様
性

を
守
る
た
め
、
魚
道
の
設
置
工
事

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た

水
路
整
備

　

農
村
環
境
の
象
徴
で
あ
る
水

辺
の
生
態
系
へ
の
配
慮
の
た
め
、

生
き
物
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
農
業
用
水
路
を
改
修
す

る
活
動
組
織（
地
域
）に
対
し
て
、

生
き
物
に
配
慮
し
た
工
法
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
南
矢
代
地
区
で
、
木

材
の
隙
間
か
ら
植
物
が
自
生
し
生

ま
た
、
当
日
は
子
ど
も
向
け
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
も
あ
り
、
家
族
で
楽
し
み

な
が
ら
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

2
月
3
日
に
は
、
市
内
在
住

で
霊
長
類
学
の
世
界
的
権
威
で

あ
る
河か

合わ
い

雅ま
さ

雄を

さ
ん
著『
少
年
動

物
誌
』を
も
と
に
し
た
映
画
作
品

「
森
の
学
校
」を
上
映
。
そ
の
中

で
描
か
れ
る
昭
和
10
年
代
の
自

然
豊
か
な
篠
山
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
い
う
意
味
で
戦
略
名
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
き
物
や
環
境
の
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
、
理
解
を

深
め
る
学
習
の
場
を
今
後
も
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
が
守
り
た
い

篠
山
の
い
き
も
の

ラ
ン
キ
ン
グ

　
身
近
な
生
き
物
を
通
し
て
丹
波

篠
山
の
自
然
環
境
を
考
え
る
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
毎
年
市
内

の
小
学
6
年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
守
り
た
い
生
き
物
を
ラ
ン

キ
ン
グ
に
し
て
い
ま
す
。

　

丹
波
篠
山
の
代
表
的
な
57
種

を
生
息
場
所
か
ら
3
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
3

森
の
学
校
復
活
大

作
戦
！　

　
夏
休
み
に
城
北
畑
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

「
親
子
で
じ
ゃ
こ
と
り
！
畑
川
の

生
き
物
観
察
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。
篠
山
の
身
近
で
豊
か
な
自
然

や
生
き
物
に
つ
い
て
楽
し
く
学

び
、
環
境
保
全
の
重
要
性
を
認
識

す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

　

参
加
者
は
、
地
元
の
み
た
け

の
里
づ
く
り
協
議
会
の
皆
さ
ん

に
昔
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

聞
い
た
り
、
市
内
高
校
生
の
研

究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
地
域
い
き

も
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
皆
さ
ん

か
ら
獲
れ
た
生
き
物
の
特
徴
を

考
に
な
る
よ
う
学
校
ご
と
の
傾
向

な
ど
も
分
析
し
て
い
ま
す
。

丹
波
篠
山
い
き
も

の
48
フ
ェ
ス
タ

　
昨
年
11
月
19
日
か
ら
2
月
3
日

ま
で
の
期
間
、
生
物
多
様
性
に
つ

い
て
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
書
籍
の

展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
と
映

画「
森
の
学
校
」上
映
会
な
ど
の

企
画
で「
丹
波
篠
山
い
き
も
の
48

フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
12
月
９
日
の
事
例
発
表
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心

と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
約

１
０
0
人
の
参
加
が
あ
り
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
事

例
発
表
で
は
篠
山
小
学
校
4
年
大

組
に
よ
る「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
か
ら

学
ん
だ
こ
と
」、
篠
山
東
雲
高
等

学
校
自
然
科
学
部
に
よ
る「
水
路

に
落
ち
た
カ
エ
ル
を
救
え
！
」、

丹
波
篠
山
自
然
塾
む
し
ク
ラ
ブ
の

活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
有
識

者
に
よ
る「
子
ど
も
時
代
に
生
き

物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
、
熱
心

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
農
都
環
境
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７

魅
力
あ
ふ
れ
る
美
し
い
篠
山
を
目
指
し
て丹

波
篠
山
い
き
も
の
48（
Ｔ
Ｓ
Ｉ
48
） 

　市ではこれまで平成25年に策定した「森の学校復活大作戦～生物多様性ささやま
戦略～」に基づき、身近な生き物の保全に取り組んできました。
　日本遺産のまちとして、自然景観や環境が大きな魅力である丹波篠山。本年度も
自然や生き物と共に暮らす丹波篠山を目指し、「丹波篠山いきもの48」をキャッチフ
レーズに、生物多様性の保全を推進していきます。

【プロフィル】
昭和31年9月17日生まれ
関西大学経済学部卒
昭和56年に丹南町役場に採用。
財政課長、政策部長などを歴任し、
平成23年4月から副市長に就任。
味間南在住、62歳

平
ひら

野
の

斉
ひとし

副市長が就任

昨年度実施した
みんなが守りたいランキング結果

１位 ゲンジボタル 4年連続
２位 ツバメ
２位 カワセミ

１
2 2

4 メダカ
5 サギ
6 オオムラサキ
7 ニホンイシガメ

8 シカ
9 オナエギク
9 サワガニ

同率２位

　4月1日付で副市長に再任いただ
きました。篠山市が誕生して20年
が経過し、5月1日令和への改元と
ともにいよいよ丹波篠山市が誕生し
ます。引き続き、財政健全化に取り
組み、安定した財政基盤を築きなが
ら、議会や市民の皆さまのご理解の
もとに、地域の活性化や若い人が定
着していただける魅力あるまちづく
りにより一層努力してまいりますの
で、皆さまの温かいご支援をよろし
くお願いいたします。
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